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【
大
阪
】
月
桂
冠
は
、
京
都

市
立
芸
術
大
学
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
と
の
産
学
連
携
に
よ

る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
。
学
生
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
使
っ
た
日
本
酒
を
商
品

化
し
た
。

　

大
倉
泰
治
副
社
長
（
写

真
後
列
左
か
ら
２
人
目
）

は
、「
日
本
酒
が
日
常
の

も
の
か
ら
特
別
な
日
の
飲

み
物
へ
と
変
化
す
る
な

か
、
商
品
づ
く
り
に
お
い

て
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
重

要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

大
学
生
に
日
本
酒
文
化
に
触
れ

て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ

た
。
真
摯
に
向
き
合
っ
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。
今
後
の
製
品
づ
く
り
に
も

活
か
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

両
社
の
実
践
的
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
学
生
が
学
び
、
未
来
の
産

業
を
担
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
共
に

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。

　

基
幹
商
品
で
あ
る
「
月
桂
冠 

特
撰
」
７
２
０
㎖
び
ん
の
ラ
ベ

ル
を
、
総
合
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の

学
生
13
名
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
Ｓ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
が
印
刷
を
手
が
け

た
。
学
生
ら
は
デ
ザ
イ
ン
に
あ

た
り
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
、

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

京
都
を
見
学
し
、
歴
史
や
酒
造

り
、
印
刷
技
術
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　

完
成
し
た
「
月
桂
冠 

特
撰
」

13
ア
イ
テ
ム
は
、
京
都
駅
ビ
ル

芸
術
祭
「
ゲ
イ
ジ
ュ
ツ 

ノ 

エ

キ
２
０
２
５
／
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」（
15

日
～
11
月
３
日
、
京
都
駅
西
口

広
場
）に
お
い
て
販
売
さ
れ
る
。

７
２
０
㎖
・
税
込
１
５
０
０
円
、

各
60
本
。�

（
Ａ
）

　
︻
岡
山
︼
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
は

こ
の
ほ
ど
、
本
社
（
岡
山
市
）

で
新
生
「
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
」
発

表
会
を
開
催
。
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳

の
発
売
70
年
の
節
目
に
リ
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
40
年
ぶ
り
に
大
幅
刷
新
し

た
。

　

藤
本 

篤
社
長
（
写
真
左
上
・

左
）は「
当
社
は
創
業
以
来『
乳

の
価
値
』
を
追
求
。
生
産
者
と

生
活
者
を
つ
な
ぐ
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
そ
の
価
値
を
適
切
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
社

会
的
責
任
と
と
ら
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
商
品
販
売
の
他
、
食

育
活
動
や
常
設
直
営
店
の
展
開

な
ど
、
乳
の
魅
力
を
新
し
い
形

で
伝
え
る
取
り
組
み
を
推
進
。

こ
う
し
た
活
動
の
本
丸
は
牛
乳

事
業
で
あ
り
、
岡
山
県
内
の
量

販
店
採
用
率
ほ
ぼ
１
０
０
％
、

学
校
給
食
で
の
シ
ェ
ア
約
70
％

を
占
め
る
『
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
』

は
主
軸
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
当
社
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
一
歩
と

な
る
。『
世
界
で
一
番
、
乳
で

感
動
を
生
む
会
社
』
と
な
る
べ

く
、
歩
み
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
牛
乳
・
乳
飲
料
ユ

ニ
ッ
ト
責
任
者
の
田
村
元
彦
氏

（
同
右
）
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
狙
い
に
つ
い
て
「
牛
乳
の
販

売
量
は
10
年
連

続
で
減
少
し
て

お
り
、
消
費
ト

レ
ン
ド
に
つ
い

て
も
24
年
は
21

年
比
で
飲
用
頻

度
の
減
少
や
非

飲
用
者
牛
の
増

加
が
み
ら
れ
、

消
費
の
冷
え
込

み
が
強
ま
っ
て

い
る
状
況
。
当

社
と
し
て
も
こ

の
状
況
に
危
機

意
識
を
も
っ
て
お

り
対
策
が
必
要
と

考
え
て
い
た
。
ま

た
牛
乳
市
場
に
つ

い
て
は
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で

も
全
体
の
９
・
３
％
の
シ
ェ
ア

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
全
国

シ
ェ
ア
１
％
未
満
の
ブ
ラ
ン
ド

が
大
多
数
を
占
め
る
。
都
道
府

県
ご
と
に
地
元
ブ
ラ
ン
ド
や
小

売
企
業
独
自
の
Ｐ
Ｂ
商
品
が
多

数
存
在
す
る
分
散
型
の
市
場
を

構
成
。
そ
の
中
で
、
岡
山
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
牛
乳
消
費

が
盛
ん
な
エ
リ
ア
と
な
り
、
中

国
地
区
最
大
の
生
乳
産
地
で
も

あ
る
。
当
社
は
岡
山
の
市
場
を

リ
ー
ド
す
る
立
場
と
し
て
、
牛

乳
市
場
活
性
化
の
取
り
組
み
は

責
務
と
考
え
た
」
と
述
べ
、
新

生
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
に
つ
い
て

「
牛
乳
の
消
費
喚
起
の
ポ
イ
ン

ト
は
思
い
出
の
醸
成
。
当
社
が

行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
、
牛
乳
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

に
な
り
得
る
と
の
考
え
に
至
っ

た
」
と
説
明
。「
新
オ
ハ

ヨ
ー
牛
乳
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
『
つ
な
が
り
』。
会
社

名
に
も
あ
る
『
お
は
よ

う
』
は
、
人
と
人
が
１
日

の
一
番
最
初
に
つ
な
が
る

言
葉
で
あ
り
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
も
そ
の
想
い
を
込
め

た
。
２
品
を
つ
な
げ
る
と

『
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ｏ
』
の
文
字
が
生

ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、

シ
リ
ー
ズ
の
〝
オ
ハ
ヨ
ー
濃
〟

〝
オ
ハ
ヨ
ー
カ
フ
ェ
オ
レ
〟
も

連
動
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
も
『
原
体

験
』
を
助
成
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
が
、
今
後
は
そ
れ

を
進
化
さ
せ
る
。
地
元
企
業
と

の
協
業
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
通
し
、
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
を
Ｈ

Ｕ
Ｂ
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
活
性
化
す
る
共
創
社
会
を
目

指
す
」
と
意
欲
を
み
せ
た
。
新

生「
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
」（
同
右
上
）

は
10
月
１
日
発
売
。
な
お
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
本
社

工
場
に
新
た
に
牛
乳
充
填
機
を

導
入
（
同
下
）。
生
産
能
力
は

ゲ
ー
ブ
ル
容
器
ℓ
当
た
り
１
日

約
10
万
本
。

�

（
Ｍ
）

オ
ハ
ヨ
ー
藤
本
社
　
　長
、新
生
オ
ハ
ヨ
ー
牛
乳
披
露

月
桂
冠
産
学
連
携
、芸
大
生
が
ラ
ベ
ル
を
デ
ザ
イ
ン

（13）


